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２０２１年３月 21日(日)礼拝メッセージ 

聖書箇所：伝道者の書 11章 1～10節（旧約 P1153） 

タイトル：「あなたのパンを水の上に投げよ」 

 

 伝道者の書 11章に入ります。今日のメッセージのタイトルは、「あなたのパンを水の上に

投げよ」です。伝道者はこれまで繰り返し、私たちの人生はこれから後に起こるはわからな

いし、だれもそのことを告げることはできない、ということを語ってきました。それでは、

その不確かな将来において私たちはどのようにあるべきなのでしょうか。今日のところで、

伝道者はこのように勧めています。「あなたのパンを水の上に投げよ。ずっと後の日になっ

て、あなたはそれを見出す。」(1) 

 

Ⅰ．あなたのパンを水の上に投げよ（1-2） 

 

 まず、1 節と 2 節をご覧ください。「あなたのパンを水の上に投げよ。ずっと後の日にな

って、あなたはそれを見出す。あなたの受ける分を七、八人に分けておけ。地上でどんなわ

ざわいが起こるかをあなたは知らないのだから。」 

 

「あなたのパンを水の上に投げよ」とても有名なことばです。皆さんも何回か耳にしたこ

とがあるみことばではないでしょうか。でもこれがどういうことなのかを知っている方は

少ないのではないかと思います。この「パンを水の上に投げる」とは、次の 3つの解釈があ

ります。その一つは、これを穀物の海上貿易のことだと理解し、海上貿易には多くのリスク

が伴うが、そのリスクを恐れず投資するなら多くの利益をもって報われる、というものです。

この場合パンは穀物のこと、あるいは自分の財のことであり、「投げる」とは貿易のことを

指しているということになります。それを「水の上に投げよ」とあるので、海上での取引に

投資することと解したのです。 

英語訳聖書(TEV)では「あなたのお金を海上貿易に当てよ。そうすればいつの日か、多く

の報いが与えられるであろう」と訳しています。この伝道者ソロモン自身、海上貿易で巨万

の富を築いています（列王記上 10：22-24）。船を危険な海に送り出して海上貿易を行うこ

とは難破や海賊等の危険がありますが、成功すれば巨額の利益を得ることになります。 

 

もう一つの解釈は、この「水」を洪水で氾濫した肥沃な土地とのことだと解釈し、そうし

た土地にパン、すなわち、穀物の種を蒔くなら、多くの収穫を期待できる、というものです。 

 

そして、もう一つの解釈は、「パン」を比喩的に解釈し、物惜しみしないで多くの人々に

情けを施すなら、必ずその報いを思いがけないところから受けるだろう、というものです。

伝統的なユダヤ教のラビ(宗教指導者)たちはこのように受け止めています。彼らはこれを
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「不確かな将来の中で今できる善を為せ、そして報いを楽しみに待て」と意味だと理解して

います。 

 

日本を代表するクリスチャンの一人に内村鑑三という人がいますが、彼もこの考え方を

支持しています。彼はその注解書の中で次のように言っています。「世に無益なることとて、

パンを水の上に投げるが如きはない。水はただちにパンに沁み込みて、ひたされるパンの塊

は直ちに水底に沈むのである。パンを人に与うるは良し、これを犬に投げるのも悪しからず、

されどもこれを水の上に投げるに至っては無用の頂上である。しかるにコヘレトはこの無

益のことを為せと人に告げ、己に諭したのである。汝のパンを水の上に投げよ、無効と知り

つつ愛を行え、人に善を為してその結果を望むなかれ。物を施して感謝をさえ望むなかれ。

ただ愛せよ、ただ施せよ、ただ善なれ、これ人生の至上善なり。最大幸福はここにありとコ

ヘレトは言うたのである」（内村鑑三注解全集第五巻、ｐ253）。 

 

これらいずれの解釈においても言えることは、自分の手の中にある善いものを惜しみな

く蒔くなら、必ずその報いを受けるようになる、ということです。その背景にあるのは、申

命記 15章 10節のみことばです。ここには、「必ず彼に与えなさい。また、与えるとき物惜

しみをしてはならない。このことのゆえに、あなたの神、主は、あなたのすべての働きと手

のわざを祝福してくださるからである。」とあります。「彼」とは、「あなたの同胞」のこと

です。あなたの同胞の一人が貧しい者であるとき、その貧しい同胞に対して心を頑なにして

はならないのです。手を閉ざしてはなりません。必ずあなたの手を開き、その必要としてい

るものを十分に貸し与えなければならない。なぜなら、このことのゆえに、主は、あなたの

すべての働きと手のわざを祝福してくださるからです。 

 

同じことが、ガラテヤ 6 章 9～10 節にもあります。「善を行うのに飽いてはいけません。

失望せずにいれば、時期が来て、刈り取ることになります。ですから、私たちは、機会のあ

るたびに、すべての人に対して、特に信仰の家族の人たちに善を行いましょう。」 

ですから、パンを水の上に投げるとはビジネスにとどまらず、貧しい人たちに分け与えた

り、支援したりといった慈善事業においても言えることなのです。善を行うことに飽きず、

失望しないで取り組むならば、やがて時が来て、その刈り取りをすることになるでしょう。

これが神の国の原則です。 

 

イエス様はルカの福音書 6 章 31～35 節で、このように言われました。「人からしてもら

いたいと望むとおりに、人にしなさい。自分を愛してくれる者たちを愛したとしても、あな

たがたにどんな恵みがあるでしょうか。罪人たちでも、自分を愛してくれる者たちを愛して

います。自分に良いことをしてくれる者たちに良いことをしたとしても、あなたがたにどん

な恵みがあるでしょうか。罪人たちでも同じことをしています。返してもらうつもりで人に
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貸したとしても、あなたがたにどんな恵みがあるでしょうか。罪人たちでも、同じだけ返し

てもらうつもりで、罪人たちに貸しています。しかし、あなたがたは自分の敵を愛しなさい。

彼らに良くしてやり、返してもらうことを考えずに貸しなさい。そうすれば、あなたがたの

受ける報いは多く、あなたがたは、いと高き方の子どもになります。」 

報酬や賞賛を求めずに善を行え、ということです。だれでも自分を愛してくれる人を愛す

ることはできます。自分に善くしてくれる人に善いことをすることもできます。返してもら

うことを当てにして貸すことはできます。しかしイエス様はそれでは不十分だと言われま

した。そういうことは、罪人でさえできます。自分の敵を愛すること、彼らに良くしてやり、

返してもらうことを当てにしないで貸すこと、それがいと高き神の子とされた者にふさわ

しい態度であると言われたのです。「あなたのパンを思い切って水の上に流したらどうか」

と。 

 

これを文字通りに実行したのがマザーテレサです。彼女はこう言いました。「人はしばし

ば、不合理で、非論理的で、自己中心的です。それでも許しなさい。人にやさしくすると、

人はあなたに何か隠された動機があるはずだ、と非難するかもしれません。それでも人にや

さしくしなさい・・・正直で誠実であれば、人はあなたをだますかもしれません。それでも

正直に誠実でいなさい・・・心を穏やかにし、幸福を見つけると、妬まれるかもしれません。

それでも心穏やかでいなさい。今日善い行いをしても、次の日には忘れられるでしょう。そ

れでも善を行い続けなさい。持っている一番いいものを分け与えても、決して十分ではない

でしょう。それでも一番いいものを分け与えなさい」。私たちも今日、このような神の国の

原則に生きるようにと招かれているのです。 

 

このような神の国の原則は、福音宣教においても言えることです。神様はこう言われます。

「あなたのパンを水の上に投げよ。ずっと後の日になって、あなたはそれを見出す。」と。

すべてのクリスチャンはいのちのパンを持っています。それは、イエス・キリストです。イ

エス様は「わたしは、いのちのパンです。」と言われました。そのパンを水の上に投げなけ

ればなりません。それを人に分け与えなければならないのです。イエス様を信じればだれで

も救われます。なぜなら、イエス様が私たちの罪の刑罰を身代わりに受けてくださったから

です。ですから、イエス様を信じたらどんな人でも罪赦されて天国に行くことができるので

す。イエス様はその鍵を私たちクリスチャンにゆだねてくださいました。それがいのちのパ

ンです。ですから、このパンを持っている私たちは、これを持っていない人たちに分け与え

なければなりません。「主イエスを信じなさい。そうすれば、あなたもあなたの家族も救わ

れます。」(使徒 16:31) 

すばらしい知らせではありませんか。イエス様を信じればどんな人でも救われます。信じ

なければ地獄です。どんなに自分は道徳的に立派な人生を送っていると言う人でも、イエス

様を信じなければ地獄なんです。どんなに頑張っても、その人は自分で自分の罪を清算する



4 

 

ことはできません。イエス様を信じなければ、どんなに立派な人でも地獄なのです。しかし、

イエス様信じたらだれでも天国に行きます。どんなに悪い人でも救われるのです。ローマ人

への手紙 4章 4～5節には、「働く者にとっては、報酬は恵みによるものではなく、当然支払

われるべきものと見なされます。しかし、働きがない人であっても、不敬虔な者を義と認め

る方を信じる人には、その信仰が義と認められます。」とあります。敬虔な者を義と認める

というのではありません。不敬虔な者、何の働きもない者を義と認めてくださるのです。こ

れが恵みです。敬虔な者を義と認めるのは当たり前でしょう。でもそうではなく、不敬虔な

者を義としてくださるのです。不敬虔な者でもイエス様を信じるなら義と認められるので

す。これが恵みなんです。恵みによる救いです。イエス様の贖いというのはそれほどすごい

ものなのです。そのいのちのパンを、イエス様を信じた私たちはみな持っています。このパ

ンを投げなければなりません。 

 

問題は、それを水の上に投げよと言われていることです。水の上に投げたらどうなります

か？そんなことをしたら、内村鑑三が言っているように、水はただちにパンに沁み込んで、

水底に沈んでしまうか、水に流されてしまうことになります。しかし、これが伝道なんです。

伝道というのは、水の上にパンを投げるようなものです。投げても、投げてもなかなか実が

見えません。でも大切なことは、それを投げ続けることです。そうすれば、ずっと後の日に

なって、あなたはそれを見出すようになるからです。私たちは、これから後に何が起こるか

わかりません。でもわかることは、もし水の上にパンを投げるなら、ずっと後の日になって、

それを見出すようになるということです。 

 

一年ほど前、MTCの奥山実先生が来会してメッセージをされました。それを聞いた時、神

様がなさることって本当にすごいなぁと思わされました。その時、インドネシアのカリマン

タン島で伝道された時のお話しをしてくださいました。そこは首狩り族で有名な地でした

が、福音を待っているという知らせを聞いた奥山先生は、もう一人の現地の牧師と一緒に島

に入り、1カ月間一つ一つの村を訪問して伝道したところ、多くの人々がイエス様を信じま

した。しかし、それはある日突然にして起こったわけではありません。実はアメリカの改革

派教会が 100年も前から種を蒔き続けてきたのです。この島での伝道は困難を極めました。

かつてこの島はボルネオ島と言いましたが、ここに遣わされた宣教師は本当に多くの犠牲

を強いられました。ある宣教師の家族はご主人が天に召され、また別の家庭では奥さんが天

に召され、ある家庭では子どもが 3人同時に天に召されるということもありました。それで

アメリカ改革派教会はこれ以上犠牲を出すわけにはいかないと、すべての宣教師とその家

族をボルネオ島から引き揚げさせたのです。帰国した宣教師たちはアメリカの教会でその

ことを証しすると、アメリカの若者たちが立ち上がりました。それでアメリカ改革派教会は、

一度はボルネオでの伝道をあきらめたのですがもう一度始めることにしたのです。それが

100年続いていたのです。ところがびくともしなかった。なぜなら、カリマンタンでは村長



5 

 

が信じないとだれも信じないからです。そのカリマンタンが総崩れしました。村長が信じ、

村人皆信じました。 

当時、インドネンアでは共産党員とイスラム教徒との間に激しい戦いが繰り広げられて

いましたが、イスラム教徒に追い詰められた共産党員がこのカリマンタンに逃げ込んだの

です。すると、共産党員が首狩り族と同じ格好をしていたので、だれが首狩り族でだれが共

産党員なのかわからなくなってしまったのです。それでイスラム教徒は首狩り族の村長に、

何かしらの宗教を持たないと皆殺しにすると宣告したのです。当時、インドネシアの公認の

宗教は 5つあって、仏教、ヒンズー教、イスラム教、それにカトリックとプロテスタントで

した。それで村長たちはどの宗教を選んだのかというとプロテスタントを選びました。なぜ

なら、彼らは 100年もアメリカの宣教師を見てきたからです。そこに奥山先生ともう一人の

牧師が入って福音を語ったので、多くの人たちが信じることができたのです。 

ですから、その背景にはアメリカの改革派教会の宣教師たちの種まきがあったのです。彼

らが犠牲を払いながらみことばの種を蒔き続けてくれました。それが実を結んだのです。 

 

伝道は、まさにパンを水の上に投げるようなものです。徒労に感じてしまう事があります。

しかし、それは決して空しく返ってくることはありません。なぜなら、福音の種にはいのち

があるからです。ずっと後の日になって、あなたはそれを見出すことになるでしょう。です

から、皆さん、みことばを宣べ伝えましょう。時が良くても悪くても、しっかりやりましょ

う。忍耐の限りを尽くし、絶えず教えながら、責め、戒め、また、勧めたいと思います。そ

うすれば、必ず、刈り取りをすることになります。これが神の国の原則です。 

 

2 節には、「あなたの受ける分を七、八人に分けておけ。地上でどんなわざわいが起こる

かをあなたは知らないのだから。」とあります。どういうことでしょうか。これは 1節と同

じことですが、良いことではなく悪いことが起こったときのために備えておくことの大切

さを教えています。 

ルカによる福音書 16章 1～13節には、不正な管理人のたとえ話がありますが、彼はこの

ことを行いました。彼は主人の財産を無駄遣いしていました。そのことが主人にばれた時、

解雇されることを悟り、果たしてどうしようかと考えた末、主人から債務のある人の額を半

分にしてやったりしたのです。いわゆる恩を売ったんですね。どうしてそんなことをしたの

かというと、たとえ管理人としての仕事がクビになっても、恩を売った人たちの中からだれ

かが自分を助けてくれるのではないかと思ったからです。 

 

イエス様は、この不正な管理人をほめました。それは彼が抜け目なくやったからです。確

かにやったことは悪いことでしたが、自分の状況を考え、自分の困難な将来を見据えて、何

とか助かりたいと、知恵の限りを尽くし、必死に次々と手を打って備えをした、その賢さが

ほめられたのです。 
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 それは霊的にも言えることです。私たちも、未来に備える必要があります。肉体が滅んだ

後、永遠の天国に入るための用意が必要なのです。勿論、それは救い主を信じるということ

ですけれども、そればかりでなく、神から与えられている様々なもの、たとえばそれがお金

であったり、財産であったり、時間であったり、賜物、能力、人脈、所有物、そして福音を、

預けてくださった神の良い管理者として、それらを抜け目なく、賢く用いなければならない

のです。 

 

Ⅱ．朝に種を蒔き、夕方にも手を休めてはならない（3-6） 

 

次に、3節～6節をご覧ください。まず、3節と 4節をお読みします。「濃い雲が雨で満ち

ると、それは地上に降り注ぐ。木が南風や北風で倒れると、その木は倒れた場所にそのまま

横たわる。風を警戒している人は種を蒔かない。雨雲を見ている人は刈り入れをしない。」 

 

雲が垂れこめると、雨が降ります。風が吹いて木が倒れると、そのままそこに横たわりま

す。これはどういうことかというと、嵐が来るのではないかと思うとついつい躊躇したり、

風が吹いて木が倒れそうになると、それがどの方向に倒れるのかと心配になって、結局、何

もしないということです。風を警戒する人は種を蒔くことができません。雨雲を見ている人

は刈り入れをすることができないのです。つまり、完璧な条件でなければ動かないという人

は、結局何もしないで終わってしまうのです。その結果、作物を腐らせてしまうことになり

ます。「あなたのパンを水の上に投げよ。ずっと後の日になって、あなたはそれを見出す。」

と言われも、今はそういう余裕がないからもう少し余裕ができたらやりますとか、もう少し

条件が整ったらやりますと言って、いつまでたってもできないのです。皆さんもこのような

敬虔があるんじゃないですか。もっと良い時にと思っているうちに、何もできなかったとい

うことが。一番良い時、ベストな時はいつですか。「今」でしょ。たとえいろいろな心配事

があっても、たとえある程度のリスクがあっても、この先何が起こるのかわからないし、私

たちは先のことを予測すらできないのですから、何もしないで手をこまねいているのでは

なく、今それをしなければならない、というのです。 

 

日本の教会開拓も同じですね。確かに日本の伝道は厳しいものがあるかもしれません。人

はいない、建物はない、資金もありません。でもだからできないと考えるのではなく、確か

に状況を見れば厳しいかもしれませんが、自分たちにできることは何かを考え、それを少し

ずつ行っていけばいいのです。なぜなら、神様のみこころは何ですか。神のみこころは一人

も滅びることを願わず、すべての人が救われて真理を知るようになることだからです。その

ために神様は教会を与えてくださったのです。そのことはエペソ人への手紙 3 章に書かれ

てあります。パウロはそれをキリストの奥義と言っていますが、「それは、福音により、キ

リスト・イエスにあって、異邦人も共同の相続人となり、ともに同じからだに連なって、と
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もに約束にあずかる者になるということです。」(3:6)これが神の家族である教会のことで

す。このキリストにあって、建物全体が組み合わされて成長し、主にある聖なる宮となりま

す。それは、このキリストの奥義がどのようなものなのかを、すべての人に明らかにするた

めでした。つまり、キリストのご計画とは、神の家族である教会を通して、この奥義、キリ

ストの福音を宣べ伝えることだったのです。教会はそのために存在しているのです。であれ

ば、私たちはこのキリストのご計画の実現のために何ができるのかを祈らなければなりま

せん。「条件が整ったらやりましょう」というのでは、結局、何もできません。あるものま

でも失うことになってしまいます。パウロは 2テモテ 4章 2節で、「みことばを宣べ伝えな

さい。時が良くても悪くてもしっかりやりなさい。」と言っていますが、そうです、時が良

くても悪くても、です。時が良くても、悪くても、みことばを宣べ伝えなければならないの

です。 

 

そのことが、5 節と 6 節で説明されています。「あなたは妊婦の胎内の骨々のことと同様

に、風の道がどのようなものかを知らない。そのように、あなたは一切を行われる神のみわ

ざを知らない。朝にあなたの種を蒔け。夕方にも手を休めてはいけない。あなたは、あれか

これかどちらが成功するのか、あるいは両方とも同じようにうまくいくのかを知らないの

だから。」 

 

「あなたは妊婦の胎内の骨々のことと同様に、風の道がどのようなものかを知らない。」

新共同訳聖書は、「骨々のことと同様」を、「骨の中に」と訳し、「風」を「霊」と解釈し、

「あなたは、身ごもった女の胎の中で、どうして霊が骨の中に入るかを知らない」と訳して

いますが、言わんとしていることは同じです。つまり、私たち人間はすべてのことを知って

いるわけではない、ということです。妊婦の胎内で赤子の骨々がどのように組み合わされる

か、その骨の中にどのように霊が入るのか知らないのです。そのように、私たちは神が行わ

れる一切のみわざを知ることはできません。 

 

であれば、どうすればよいのでしょうか。「朝にあなたの種を蒔け。夕方にも手を休めて

はいけない。」将来どうなるかわからないのだから、最善の策は、自分にできるだけの努力

をすることです。朝にあなたの種を蒔き、夕方にも手を休めてはいけないのです。なぜでし

ょうか?「あなたは、あれかこれか、どちらが成功するか、あるいは両方とも同じようにう

まくいくかを知らないのだから。」どの仕事がうまくいくかわからないからです。あるいは、

両方ともうまくいくかもしれません。伝道もこれと同じです。どの種から芽が出るのか、ど

の種が実を結ぶかなんてだれにもわかりません。人を見たり、状況を見て、自分で勝手に判

断して、今はみことばの種を蒔くのをやめておこうとか、この人には親切にして、あの人に

は語ろうというのではなく、相手がだれであれ、状況がどうであれ、自分のベストを尽くし

てみことばの種を蒔き続けなければなりません。だれが救われるのか、だれが実を結ぶよう
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になるかなんてだれにもわからないからです。善を行うことも同じです。 

 

Ⅲ．今の時を大切に（7-10） 

 

最後に、7～10 節を見て終わりたいと思います。「光は心地よく、日を見ることは目に快

い。人は長い年月を生きるなら、ずっと楽しむがよい。だが、闇の日も多くあることを忘れ

てはならない。すべて、起こることは空しい。若い男よ、若いうちに楽しめ。若い日にあな

たの心を喜ばせよ。あなたは、自分の思う道を、また自分の目の見るとおりに歩め。しかし、

神がこれらすべてのことにおいて、あなたをさばきに連れて行くことを知っておけ。あなた

の心から苛立ちを除け。あなたのからだから痛みを取り去れ。若さも青春も空しいからだ。」 

 

1～6 節で人生がいかに不確かなものであるか、だから、ただ手をこまねいているのでは

なく、朝にあなたの種を蒔き、夕方にも手を休めてはならないと、どんな時でも自分のベス

トを尽くすこと、最善を尽くすことが賢明であると説いた伝道者は、それゆえに今の時を大

切にするようにと勧めています。 

 

 「光は心地よく、日を見ることは目に心地よい。人は長い年月を生きるなら、ずっと楽し

むがよい。」光は喜びの象徴です(詩篇 97:11)。その光の中を生きることができるのは何と

幸いなことでしょうか。人生は楽しい!人生は喜びで満ちています。しかし、人生には闇の

日も多くあることを忘れてはなりません。すべて、日の下で起こることは空しいのです。こ

の「すべて、起こること」とは何でしょうか。一般にこれは死後のことを指すと考えられて

いますが、尾山令仁先生は、これをこの地上で起こるすべてのことと解釈し、「しかし、永

遠の世界と比べたら、この地上のことは全くむなしいことを覚えておきなさい。」と訳して

います(創造主訳聖書)。 

 

ある人たちは、この「闇の日」と「すべて起こること」を、「老年の日々」を指すとして、

老年には「闇の日」が待っているとして、これを病気、肉体の痛み、失望などの老人の運命

だと考えています。そのように考える人たちは、「光」を青年期の象徴と解釈し、若いとき

は夢があり、活力があり、行動力がありますが、老年には闇の日が待っていて、病気や肉体

の痛み、失望などがあって実に空しいと考えます。しかし、そうでしょうか。私はそう思い

ません。 

ヨエル書 2:28～29節にこうあるからです。「その後、わたしはすべての人にわたしの霊を

注ぐ。あなたがたの息子や娘は預言し、老人は夢を見、青年は幻を見る。その日わたしは、

男奴隷にも女奴隷にも、わたしの霊を注ぐ。」ここに「老人は夢を見る」とあります。これ

は、ペンテコステに聖霊が注がれることを預言したものですが、その日どんなことが起こる

んですか。「あなたがたの息子や娘は預言し、老人は夢を見、青年は幻を見る。」神の聖霊が



9 

 

注がれるとき、老人は夢を見るのです。いつでも夢を、いつでも夢を♪♪です。 

 

だから老年期は闇だと考えるのは間違っています。確かに若い時のように体は思うよう

に動かないかもしれませんが、しかし、これまでの人生の中で培ってきたことを生かして最

高の今を生きることができるのです。逆に、若いからいいというわけでもありません。昨年

はコロナのこともあって若者の自殺者が急増しました。しかもそれらの多くは 10代だと言

われています。若ければ光かというとそうではなく、年を取れば闇かというとそうでもあり

ません。主イエスを信じて永遠のいのちが与えられるなら、いつも光の中を生きることがで

きます。人生は楽しい!のです。ここで伝道者が言わんとしていることは、この世に生かさ

れている「今」を喜び楽しむようにということです。しかし、闇の日があることを忘れては

なりません。私たちの人生には痛みや悲しみ、苦しみの日があるということも覚えておかな

ければならないのです。 

 

そのことを教えているのが 9節と 10節です。ここには、「若い男よ、若いうちに楽しめ。

若い日にあなたの心を喜ばせよ。あなたは、自分の思う道を、また自分の目の見るとおりに

歩め。しかし、神がこれらすべてのことにおいて、あなたをさばきに連れて行くことを知っ

ておけ。あなたの心から苛立ちを除け。あなたのからだから痛みを取り去れ。若さも青春も

空しいからだ。」とあります。 

人生は、若いうちが花です。なんだ、やっぱり年を取ったら枯れるということじゃないで

すかと思うかもしれませんが、そういうことではありません。年をとっても大丈夫!いつで

も夢を見ることができます。しかし、若くないと出来ないこともたくさんあります。年をと

ってからではできないこともある。だから若いうちに楽しむこと、若い日にあなたの心を喜

ばせることが大切です。それは心の赴くままにということではありません。神様に祈り、神

様の栄光のために、自分はこれがしたい、これをやってみたいというとこがあるならば、思

い切ってチャレンジしてみるのがいい、思う存分やりなさいということです。多少羽目を外

すようなことがあっても、行き過ぎるようなことがあっても、自分が思うようにやってみた

らいいのです。親はそれを否定しない方がいい。あれもだめ、これもだめ、たぶんだめ、き

っとだめ、というイメージを与えてしまうと、こどもは、人生はつまらないもの、窮屈で重

苦しいものだという印象を持ってしまいます。でもこども時代は二度とやってきません。若

い時も二度とやってこないのです。であれば、たとえ失敗することがあっても、人生を楽し

むことが大切です。イエス様を信じて、イエス様のために生きることがどんなに楽しいこと

なのかを、親は見せてあげなければならないのです。 

 

しかし、伝道者は釘をさすことを忘れていません。9節の終わりのところでこのように言

っています。「しかし、神がこれらすべてのことにおいて、あなたをさばきに連れて行くこ

とを知っておけ。」怖いですね。これじゃ、やりたくてもできません。若い男よ、若いうち
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に楽しめと言っておきながら、しかし、神がこれらすべてにおいて、あなたをさばきに連れ

て行くことを知っておけ。若気の至りということばがありますね。若いから何をやってもい

いということでありません。人は種を蒔けば、それを刈り取るようになります。罪の結果、

悲劇を招くようになるということをしっかり覚えておきなさい、というのです。そうですよ

ね、その時は良いと思っても、後でそれが心の傷、体の傷になってしまうことがあります。

年をとっても尾を引いてしまうことがあるのです。ここではそれを、神がこれらすべてのこ

とにおいて、あなたをさばきに連れて行くことを知っておけ、ということばで警告していま

す。 

 

それゆえ、結論は何かというと、10節です。「あなたの心から苛立ちを除け。あなたのか

らだから痛みを取り去れ。若さも青春も空しいからだ。」 

どういうことでしょうか。あなたの心から心配事や悩みを取り除きなさい、ということで

す。若さも青春も空しいからです。若いから何をしても良いということではありません。人

生は楽しいものですが、それによって痛みが伴ってしまうことがあります。そういうことで

人生を台無しにしてはならないのです。あなたの人生から痛みや悩みを取り除き、真の喜び

と自由を満喫しなければなりません。そのことをパウロは若き伝道者テモテに次のように

書き送っています。「あなたは若いときの情欲を避け、きよい心で主を呼び求める人たちと

ともに、義と信仰と愛と平和を追い求めなさい。」(2テモテ 2:22) 

また、同じ牧会書簡と呼ばれているテトスへの手紙の中で、若い人たちに向けてこのよう

に勧めています。「同じように、若い人には、あらゆる点で思慮深くあるように勧めなさい。」

(テトス 2:6)若い人に求められていることはこの一つです。それは、「思慮深くあるように」。

何をしても自由です。若いうちは思う存分楽しめばいい。あなたの心を喜ばせよ。しかし、

神がこれらすべてのことにおいて、あなたをさばきに連れて行くことを忘れないように。だ

から、「思慮深くあるように」と。いったい思慮深くあるとはどのようなことなのでしょう

か。伝道者は次の 12章でそのことを述べますが、ここでちょっとだけ先取りして読んでみ

ると、12章 1節にこうあります。「あなたの若い日に、あなたの創造者を覚えよ。」 

 

「あなたの若い日に、あなたの創造者を覚えよ。」これが私たちのすべてです。人生は誠

に不確かなものです。一寸先は闇です。この先何が起こるのか誰にもわかりません。だから

といって何もしないで手をこまねいているのではなく、あなたのパンを水の上に投げなけ

ればなりません。ずっと後の日になって、あなたはそれを見出すようになります。どんな時

でも自分のベストを尽くさなければなりません。朝にあなたの種を蒔き、夕方にも手を休め

てはならないのです。今、今という間に今は過ぎ去って行きます。それゆえ、今を大切に生

きなければなりません。それは、あなたの創造者を覚えるということです。あなたが創造者

であられる神を覚え、神に信頼し、へりくだって神の救いをいただき、神のみこころに歩む

なら、人生は実に楽しいものです!特に、若いというのはすばらしいですね。未来がありま
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す。希望があります。でも年をとっても大丈夫です。イエス・キリストを信じるなら、義の

太陽であられるキリストがあなたを照らしてくださいますから。その光に照らされて、輝い

て生きることができます。そのような人からは闇も消え去ります。永遠のいのちをいただき、

永遠に楽しむことができる。そのような人生を与えてくださった主に感謝します。そして、

その主に信頼しつつ、私たちに与えられたいのちのパンを水の上に投げ続けたいと思いま

す。 


